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【一般会計】

繰越金・繰入金・
寄付金・諸収入など
22億7,099万円
（11.6%）

（＋5億7,080万円） 

地方交付税
41億3,100万円
（21.2%）

（＋9,600万円）

国県支出金
37億5,490万円
（19.2%）

（＋5億8,269万円）
依存財源
（57.8%）

市税
59億6,941万円
（全体の30.6%）
（前年度当初予算比
－1億2,369万円） 

教育費
37億7,784万円
（19.4％）

（＋12億9,610万円）

土木費
23億2,019万円
（11.9%）

（＋3億6,538万円）

総務費
20億5,608万円
（10.5%）

（＋2億7,647万円）

その他※
22億824万円
（11.3%）

（＋1億9,311万円）

民生費
56億3,006万円
（全体の28.8%）
（前年度当初予算比
－2,467万円） 

衛生費
15億3,289万円
（7.9%）

（＋１億2,011万円）

公債費
19億9,070万円
（10.2%）

（－2億4,650万円）
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一 般 会 計
前年度比（％）予　算　額会　計　名

11.3195億1,600万円一般会計

特 別 会 計
前年度比（％）予　算　額会　計　名

4.5110億9,410万円特別会計合計
9.051億7,200万円国民健康保険

△18.8130万円東 根 財 産 区

△3.620億4,600万円公共下水道事業

4.634億4,300万円介 護 保 険

0.0180万円市 営 墓 地

△4.44億3,000万円後期高齢者医療

企 業 会 計
前年度比（％）予　算　額会　計　名

16.811億5,916万8千円水 道 事 業
1.41億8,855万9千円工業用水道事業

※特別会計とは、特定の歳入を特定の歳出に充てるもので、一般会計の歳出と
区分する必要がある事業などの場合に設置されています。

※企業会計については、収益的支出の予算額を掲載しています。
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一般会計予算の概要と特徴

歳出  195億1,600万円

歳入  195億1,600万円

特徴２：土木費の増
神町公民館整備事業、大森山公
園グラウンドゴルフ場整備事業、
公益文化施設関連融雪歩道設置
事業の本格実施に伴う経費を計
上したことによる大幅な増額を
見込んでいます。

特徴３：総務費の増
防災行政無線整備事業を新たに
計上するとともに、ふるさと納
税関連費用、空港利用拡大、定
住促進に向けた経費を拡充して
計上したことによる大幅な増額
を見込んでいます。

特徴４：衛生費の増
山形大学が進める重粒子線がん
治療施設整備に対する本市独自
支援や、北村山公立病院に対す
る負担金の追加計上による増額
を見込んでいます。

特徴１：教育費の増
公益文化施設や社会体育施設の
整備事業、小・中学校屋内運動
場などの天井落下防止対策事業、
小規模特認校事業を計上したこ
とによる大幅な増額を見込んで
います。

特徴１：市税の減
景気動向を踏まえ個人市民税や
法人市民税で増額を見込む一方、
３年に１度の評価替えの影響に
より固定資産税を減額計上した
ことで、全体では2.0％の減を
見込んでいます。

特徴２：繰入金、寄付金の増
繰入金は、公共文化施設整備基
金、ふるさとづくり基金と財政
調整基金からの繰入で増額を見
込んでいます。
寄付金は、ふるさと納税に係る
寄付金の大幅増額を見込んでい
ます。

特徴３：国県支出金、市債の増
国庫支出金と市債は、公益文化
施設、社会体育施設、神町公民館、
グラウンドゴルフ場などの大型
事業の本格化に伴い、大幅増額
を見込んでいます。
県支出金は、多面的機能支払交
付金による県補助金と国勢調査
や山形県議会議員選挙に係る県
委託金を計上したことによる増
額を見込んでいます。

特徴４：地方消費税交付金の増
平成26年４月の消費税率の引
き上げによる影響が本格化する
ことに伴い、増額を見込んでい
ます。

※その他は、農林水産業費・商工費・消防費など

上
し
て
い
ま
す
。

自主財源
（42.2%）

市債
24億550万円（12.3%）
（＋6億5,800万円）

地方譲与税・
地方消費税交付金など
9億8,420万円（5.0%）
（＋1億9,620万円）

繰越金・繰入金・繰越金・繰入金・
寄付金・寄付金・諸収入など諸収入など
2222億7,0997,099万円万円
（11.611.6%）

（＋5億7,080万円5億7,080万円） ） 

地方交付税地方交付税
41億3,100万円41億3,100万円
（21.2%21.2%）

（＋9,600万円＋9,600万円）

国県支出金国県支出金
37億5,490万円37億5,490万円
（19.2%19.2%）

（＋（＋5億8,269万円5億8,269万円）
依存財源依存財源
（57.857.8%）%）

市税市税
59億6,941万円59億6,941万円
（全体の（全体の30.6%30.6%）
（前年度当初予算比（前年度当初予算比
－1億2,369万円1億2,369万円） ） 

依存財源
（57.8%）

繰越金・繰入金・
寄付金・諸収入など
22億7,099万円
（11.6%）

（＋5億7,080万円） 

地方交付税
41億3,100万円
（21.2%）

（＋9,600万円）

国県支出金
37億5,490万円
（19.2%）

（＋5億8,269万円）

市税
59億6,941万円
（全体の30.6%）
（前年度当初予算比
－1億2,369万円） 

教育費
37億7,784万円
（19.4％）

（＋12億9,610万円）

土木費
23億2,019万円
（11.9%）

（＋3億6,538万円）

総務費
20億5,608万円
（10.5%）

（＋2億7,647万円）

その他※
22億824万円
（11.3%）

（＋1億9,311万円）

民生費
56億3,006万円
（全体の28.8%）
（前年度当初予算比
－2,467万円） 

衛生費
15億3,289万円
（7.9%）

（＋１億2,011万円）

教育費
37億7,784万円
（19.4％）

（＋12億9,610万円）

土木費
23億2,019万円
（11.9%）

（＋3億6,538万円）

総務費
20億5,608万円
（10.5%）

（＋2億7,647万円）

その他※
22億824万円
（11.3%）

（＋1億9,311万円）

民生費
56億3,006万円
（全体の28.8%）
（前年度当初予算比
－2,467万円） 

衛生費
15億3,289万円
（7.9%）

（＋１億2,011万円）

公債費
19億9,070万円
（10.2%）

（－2億4,650万円）

公債費
19億9,070万円
（10.2%）

（－2億4,650万円）

市報11

【特集】平成27年度　施政方針・当初予算


